
主催：同志社女子大学 薬学部医療薬学科 後援：同志社女子大学 薬学部憩水会

お問い合わせ：同志社女子大学 薬学部医療薬学科 薬物治療学研究室

TEL 0774-65-8687 Email yakuga14@dwc.doshisha.ac.jp

１２時３０分～１３時４０分

薬学部長挨拶 教授 芝田信人

薬学部 がん研究ミニシンポジウム

シンポジウム座長

懇親会 １５時４５分～１７時３０分

生命物理化学研究室 教授 根木 滋

「がん分子標的治療薬の新境地
～HDAC阻害剤併用で

挑む相乗効果の可能性」

病態分子制御学研究室 教授

尾﨑 惠一

最終講義

「がん研究45年
〜見えないものを診て」

髙橋 玲

１３時５０分～１５時１５分

最終講義座長

薬物治療学研究室 教授 吉川 清次

薬物治療学研究室

特別任用教授

同志社女子大学 京田辺キャンパス

友和館 ヒバードホール
最終講義終了後、シンポジスト及び髙橋先生との

懇親の場をご用意します。

よろしければあわせてご参加ください。

「B7免疫チェックポイント因子の
発現とアリル炭化水素受容体」

衛生化学研究室 特別任用教授

木津 良一

申込不要

参加費無料

「がん細胞の多様性と可塑性を
可視化する」

薬物治療学研究室 教授

吉川 清次

入場に際して、特別な配慮をご希望の方は事前にお問い合わせください。できる限りの対応を取らせていただきます。

同志社女子大学 薬学部医療薬学科



1981年金沢大学教務職員、1988年薬学博士、
2005年現職。主な研究内容：SMONにおける
キノホルムの脂質過酸化作用、制がん性白金
錯体オキザリプラチンの制がん作用評価・分析
法開発・体内挙動、制がん作用を有する抗生
物質(CC-1065、Anthramycin、Tomaymycin)が
DNAの構造に及ぼす作用（テキサス大学オース
チン校）、アリル炭化水素受容体と男性・女性
ホルモン受容体のシグナル伝達経路間のクロス
トーク、アリル炭化水素受容体や植物成分が免
疫チェックポイント因子の発現に及ぼす作用。

病理専門医・細胞診専門医・臨床検査専門医・ヴァイオリニスト。神戸大学医学部卒業後、同病理学第二講座にて
がん遺伝子研究、南カリフォルニア大学～ベイラー医科大学バイオテクノロジーセンターにて網膜芽細胞腫のRB
遺伝子研究、京都大学医学部/医学研究科腫瘍生物学講座を経て、2009年より本学薬学部に着任、現在に至るまで
がん研究に専念。４歳よりヴァイオリンを始め、10歳で才能教育研究会・研究科修了(優秀賞) 、 故加藤貞教授(本
学)の推薦により故鴛淵卲子教授(本学)に師事。テノール青山伸郎医師とともに神戸クラシック倶楽部KCC(20年間)と
ホテル・ラ・スイートでのチャペルコンサート(10年間)を主宰した。ドクターと音楽仲間達による瞳かがやきコン
サート等に出演し、演奏活動を続けている。

&
髙橋玲先生  最終講義・懇親会

薬学部がん研究ミニシンポジウム

日本がん分子標的治療学会評議員。⾧崎大学
「がんプロ養成プラン」講師や大阪薬科大学
「がんプロ」事業責任者を歴任。京都大学薬
学部卒業後、博士後期課程在学中にはジョン
ズホプキンス大学にVisiting Scholarとして滞
在し、日本学術振興会特別研究員にも採用。
その後、京都大学薬学部助手、⾧崎大学大学
院医歯薬学総合研究科准教授、大阪薬科大学
教授を経て、2020年より現職。生化学、機能
形態学、薬理学など多岐にわたる専門分野を
担当し、4大学で講義を展開。

外科医時代に経験した乳癌症例に感化され、
基礎研究に転じ、遺伝性乳癌遺伝子BRCA１
 (高橋玲先生)、抗体遺伝子多様性 (本庶佑先生) 
研究に従事。医学教育、腫瘍内科医、アメリカ
留学、創薬研究、製薬企業勤務等を経て、難治
性がんの新たな治療法の確立を目指し、癌幹
細胞特性と上皮間葉転換の研究を続けている。
高校時代陸上中⾧距離、大学時代はアメフト部
RB。趣味は読書・水彩画・筋トレ。
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